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こどもにも愛されている、
　　懐かしい、ふるさとの味

Ｊ
Ａ
能
美
の

美
味
し
い
は
、

口
い
っ
ぱ
い
の

か
き
も
ち
が
、

運
ん
で
き
ま
す
。



2牡羊座（3.21～4.19） JAN－ジャン－  2019.2牡牛座（4.20～5.20）3 JAN－ジャン－  2019.2
【全体運】珍しく優柔不断になりやすい月。1人で悩まず、信頼できる人に相談を。半身浴や足裏マッサージが幸運
【健康運】平穏。ただし、食べ過ぎは体重増の原因に【幸運の食べ物】オレンジ

【全体運】グンと視野を広げられそう。興味のあるセミナーを受けたり、体験教室に参加したりすると、新発見があるかも
【健康運】運動を習慣化することで、良い変化あり【幸運の食べ物】アオヤギ

６次のページ
　ＪＡ能美産の特産物を使用し「安全、安心な加工品作り運動」に取り組んでます。

　
１
月
号
の
Ｊ
Ａ
Ｎ（
Ｊ
Ａ
能
美
広
報
誌
）で

も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、Ｊ
Ａ
能
美
特
産
の

「
か
き
も
ち
」作
り
が
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
能
美
の
か
き
も
ち
は
、
管
内
で
収
穫

さ
れ
た「
新
大
正
も
ち
」を
１
０
０
％
使
用
し

て
作
っ
て
い
ま
す
。

　
寒
さ
の
厳
し
い
こ
の
季
節
に
つ
き
あ
げ
た

餅
を
自
然
乾
燥
さ
せ
た
昔
な
が
ら
の
手
作
り

品
で
、
毎
年
全
国
各
地
の
お
客
様
か
ら
た
く

さ
ん
の
注
文
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
予
約
締
切
日
の
２
月
15
日（
金
）を
過
ぎ
て

も
若
干
の
予
約
を
承
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
加
工
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
付
け
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
予
約
頂
い
た
商
品
の
お
渡
し
は
４

月
中
旬
以
降
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下

さ
い
。 Ｊ

Ａ
特
産『
か
き
も
ち
』最
盛
期

昔
懐
か
し
い
手
作
り
の
味
！

Ｊ
Ａ
能
美  

加
工
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
５
７‒

１
１
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
５
７‒

４
１
２
３

●
か
き
も
ち
の
お
問
い
合
わ
せ
は…

　
平
成
30
年
度
の「
た
ま
ね
ぎ
部
会
総
会
」が
１
月
31
日（
木
）に

ク
ア
ハ
ウ
ス
九
谷
で
開
催
さ
れ
、
生
産
者
、
関
係
者
合
わ
せ
て

18
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
っ
て
、
吉
岡
実 

部
会
長（
中
島
）よ
り「
平
成
31

年
度
も
部
会
員
み
ん
な
で
協
力
し
、
品
質
の
良
い
た
ま
ね
ぎ
を

作
り
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
事
務
局
よ
り
平
成
30
年
度
の
活
動
報
告
、
収
支
決
算
報

告
が
あ
り
、
続
い
て
平
成
31
年
産
の
収
穫
や
品
種
の
選
定
、
定

植
等
に
お
け
る
機
械
設
備
の
購
入
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
能
美
は
玉
ね
ぎ
の
産
地
化
に
む
け
て
生
産
者
と
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
玉
ね
ぎ
栽
培
に
興
味
の
あ
る
方
、

ぜ
ひ
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

た
ま
ね
ぎ
部
会
総
会

た
ま
ね
ぎ
部
会
総
会

　
１
月
27
日（
日
）に
与
九
郎
島
公
民
館
で
、「
農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー

ム
与
九
郎
島
」の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
合
員
10
人
で
設
立
さ
れ
、
水
田
農
業
の
維
持
と
発
展
を
基
本
方
針

と
し
て
、
効
率
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

　
４
年
前
に
発
足
し
た「
与
九
郎
島
大
豆
組
合
」を
母
体
と
す
る
設
立
趣

旨
を
発
起
人
代
表
の
土
谷
治
さ
ん
が
説
明
さ
れ
、「
地
域
農
業
の
発
展

に
一
丸
で
努
力
し
ま
す
」と
力
強
く
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
能
美
管
内
に
は
約
20
の
集
落
営
農
が
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
関
係
機
関
と
Ｊ
Ａ
が
連
携
し
な
が
ら
、
各
組
織
の
法
人
化
に
向
け

た
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

フ
ァ
ー
ム
与
九
郎
島
設
立
総
会

フ
ァ
ー
ム
与
九
郎
島
設
立
総
会

　
平
成
30
年
度
の「
か
ぼ
ち
ゃ
部
会
総
会
」が
１
月
28
日

（
月
）に
ク
ア
ハ
ウ
ス
九
谷
で
開
催
さ
れ
、
生
産
者
、
関

係
者
合
わ
せ
て
19
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
安
田
誠
見 

部

会
長（
和
気
町
）よ
り
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
事

務
局
よ
り
平
成
30
年
度
の
活
動
報
告
、
収
支
決
算
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
の
反
省
も
踏
ま
え
て
、
平

成
31
年
度
の
取
り
組
み
計
画
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

　
か
ぼ
ち
ゃ
部
会
で
は
新
た
な
部
会
員
を
募
っ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

か
ぼ
ち
ゃ
部
会
総
会

か
ぼ
ち
ゃ
部
会
総
会

　
１
月
28
日（
月
）か
ら
２
月
１
日（
金
）に
か
け
て
、
各
地
区
50
会
場
で

営
農
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
の
皆
様
に
は
、
寒
い
中
、
会

場
へ
足
を
運
ん
で
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
座
談
会
で
は
、
平
成
30
年
度
の
振
り
返
り
と
平
成
31
年
度
へ

向
け
た
農
政
の
方
向
性
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
生
産
資
材
の
予
約
注

文
に
つ
い
て
、
資
材
の
特
性
や
効
能
・
使
用
方
法
等
の
説
明
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
生
産
者
の
皆
様
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
質
問
と
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
、

と
て
も
有
意
義
な
座
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
は
、
平
成
31
年
度
の
営
農
活
動
に

十
分
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。。

平
成
30
年
度  

営
農
座
談
会
開
催

平
成
30
年
度  

営
農
座
談
会
開
催
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。

か
ぼ
ち
ゃ
部
会
総
会

か
ぼ
ち
ゃ
部
会
総
会

　
１
月
28
日（
月
）か
ら
２
月
１
日（
金
）に
か
け
て
、
各
地
区
50
会
場
で

営
農
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
の
皆
様
に
は
、
寒
い
中
、
会

場
へ
足
を
運
ん
で
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
座
談
会
で
は
、
平
成
30
年
度
の
振
り
返
り
と
平
成
31
年
度
へ

向
け
た
農
政
の
方
向
性
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
生
産
資
材
の
予
約
注

文
に
つ
い
て
、
資
材
の
特
性
や
効
能
・
使
用
方
法
等
の
説
明
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
生
産
者
の
皆
様
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
質
問
と
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
、

と
て
も
有
意
義
な
座
談
会
と
な
り
ま
し
た
。
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4JAN－ジャン－  2019.25 JAN－ジャン－  2019.2 蟹  座（6.22～7.22） 双子座（5.21～6.21）
【全体運】ストレスを感じやすい時期です。背伸びをせず、着実な一歩を重ねていくのが◎。気晴らしには陶芸がお勧め
【健康運】睡眠が不足気味。質を高める努力が大事【幸運の食べ物】クレソン

【全体運】運が味方してくれる好調期。やりたいことがあるなら、あれこれ考えず、思い切って飛び込んで。海外にもつき
【健康運】上々。整体などで体のバランスを整えて【幸運の食べ物】ワケギ

これぞ、
ウォーキング日和

味噌樽に入れる直前　大きな味噌団子を作りますこうじの切り返し

おしゃべりも
自然と弾みます

グリーンレディースカレッジ⑦

欠席される場合は
必ず事務局まで
ご連絡下さい。

部員の皆様へお願い

部員の皆様へお願い

★ 漬け物教室 ★
　この日は女性部部員総勢64名が午前中に「白菜の麴漬け」、午後には「こんかにしん」の作り方を学びました。「白
菜の麴漬け」では坂井眞砂子さん（川北支部）が講師を務め、隠し味にすき身鱈を使った作り方を教えていただきま
した。講習の最後に、坂井さんが前もって作っておいた白菜の麴漬けを参加者が試食しましたが、鱈のうまみやユ
ズの風味などが効いて「普通の麴漬けと違って非常においしい。」「タッパー容器で3日もあれば出来るので、気軽に作
れて簡単。」と好評でした。
　「こんかにしん」では米一美雪副部長と西田登喜子さん（寺井支部）が講師を務め、材料となる身欠きニシンや米ぬ
かの下準備にひと手間加えることなどを教えていただきました。本来は桶にたくさんの材料を漬け込むのですが、今
回はビニール袋にニシン数切れと、米ぬかやしょう油などの材料を加えて実際に作ってみました。「こんかにしん」が
食べ頃になるのは来年の10月以降で、それまでは封を開けずに我慢して待たなければなりません。いつもは市販の
「こんかにしん」を買っていた部員も簡単に作れるとわかり、帰ってから自分でチャレンジするそうです。

女性部だより 女性部だより

★ 味噌造り ～寒仕込み～ ★

今後の
予定

1月22日（火）　川北支部「和菓子作りとお茶会」　川北町百寿会館　13：30～
1月30日（水）　寺井支部「和菓子作り教室」　寺井支店2階　13：30～

（営農経済部　女性部事務局 ： 吉田）までお電話ください。

女性部・緑の学園・フレッシュカレッジ・ボランティアグループ・家の光に関する

☎0761-57-2288お問合せは、お申込みは

フレッシュカレッジ
若い世代（20代～40代）の女性を対象に、くらしに役立つ講習会や教室を開催しています。

　女性部では年明け1月4日（金）から家庭用の味噌造りを開始しました。総勢約100人が3～4人の班に分かれ、JA
グリーン隣の倉庫内の味噌加工施設で約1ヶ月半かけて味噌を仕込みました。
　1部員あたり2升～3升を仕込みますが、味噌を仕込むには正味4日間作業が必要です。何かと忙しい女性部員達
にとっては年に一度の作業。家族のために安全・安心・おいしい味噌をと思い作業に励みました。また作業途中の
コーヒータイム（休憩）も
みそ加工の工程において
大事な時間で、初対面の
メンバーや久々に会う者
同士の会話も弾み、仲間
づくりや親交を深める良
い機会となります。

◆ 御菓子中村屋さんより上生菓子作り学ぶ ◆
川北支部1月22日（火）川北百寿会館、　寺井支部1月30日（水）支店2階

　川北支部・寺井支部では能美市佐野町で和菓子屋を営む
中村成伸さんを講師に、上生菓子の作り方を教わりました。
　川北支部では21名の部員が参加し、ピンクの餡で椿、黄
色の餡で水仙を作りました。部員の皆さんは初めての挑戦で
上手く出来るか心配していましたが、やってみると思いのほ
か綺麗に仕上り、その出来映えに大変喜んでいました。その後、
部員の多賀笑美子さんに抹茶を点てて頂き、季節を感じる
手作りの上生菓子を楽しみながらお茶会を開きました。
　寺井支部は昨年度開催したところ好評だったため、今回で
2回目の開催となり、部員35名が参加しました。水仙と少し
難易度の高い梅に挑戦したところ、手の動かし方が難しく時
間がかかってしまいました。木ベラで線を付けるだけでも力
加減が分からず、上生菓子作りの繊細さを皆さん痛感して
いました。上生菓子作りの後は川北支部同様、抹茶を点て
て出来上がったばかりの上生菓子と一緒に一息つきました。

　平成31年度女性部活動のひとつとして『緑の学園』と銘打って、JA能美
管内のご家族を対象に、以下の内容で食農体験を実施しようと計画して
います。第1回目として3月頃にスナップえんどう（豆）の苗の植え付けを
行う予定です。年5～6回を目処に開催する予定ですが、おおむね年間を
通じて参加できる家族「８組」を募集いたします。ご希望の方（ご家族）は
営農経済センター内・女性部事務局までお申込みください。

集中しています（川北支部）

さすが職人さんです（寺井支部）
左が梅、右が水仙
（寺井支部）

初心者とは思えない出来栄え
（川北支部）

〈定員〉 各回10名
〈開催時間〉 午前10：00～12：30頃
〈会費〉 2,000円
〈場所〉 営農経済センター大会議室（JAグリーンのとなり）

～ 参加者募集！ ～

地域の若い世代の女性を対象に、今年も気になる講習会や教室を予定しています！
※ヨガマットと飲物はJAで用意いたしま
す。お子様連れでもOK！（ただし
お申込時にお子様連れと必ずお伝
えください。）勝手ながら定員になり
次第締め切りとさせていただきます。

心も体も
リフレッシュ

フレッシュカレッジ

7月7日（土）　午前10：00～11：30
営農経済センター（JAグリーンのとなり）

地域の若い世代の女性を対象にワークショップを開催いたします！

つまみ細工＆水引のコサージュ作り教室

～  参 加 家 族 募 集！！ ～

～  参 加 家 族 募 集！！ ～

2月20日（水） ・ 2月23日（土）
2回開催

卒園・卒業、入園・入学シーズンに向けて素敵なコサージュを作りませんか。
初心者歓迎。お子様連れでの参加も可能で
すので、お申し込み時にお知らせ下さい。
定員になり次第締め切りとさせて頂きます
のでお早めにお申込み下さい。

緑の学園家族で参加する
食農体験

お申込み締切日は3月1日（金）
（営農経済センター0761－57－2288　女性部事務局  吉田まで）

対象者 野菜作りに興味のあるご家族（夫婦、親子、お孫さんと一緒に…など）
JA能美管内在住の8家族

日　程 2019年3月～11月の土曜午前中　※開催日は未定、参加者へは随時ご案内

場　所 能美市赤井町の畑、赤井地区婦人の家など

年会費 ひとり500円（小学生以上、小学生未満無料、年間通じて1回のみ徴収）

内　容 2種類の野菜（スナップえんどう、赤井にんじん）の定植から栽培、収穫、料理を
年間約5～6回行う予定です。女性部員もお手伝いいたします。

参加家族
募集！！
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【全体運】ストレスを感じやすい時期です。背伸びをせず、着実な一歩を重ねていくのが◎。気晴らしには陶芸がお勧め
【健康運】睡眠が不足気味。質を高める努力が大事【幸運の食べ物】クレソン

【全体運】運が味方してくれる好調期。やりたいことがあるなら、あれこれ考えず、思い切って飛び込んで。海外にもつき
【健康運】上々。整体などで体のバランスを整えて【幸運の食べ物】ワケギ

これぞ、
ウォーキング日和

味噌樽に入れる直前　大きな味噌団子を作りますこうじの切り返し

おしゃべりも
自然と弾みます

グリーンレディースカレッジ⑦

欠席される場合は
必ず事務局まで
ご連絡下さい。

部員の皆様へお願い

部員の皆様へお願い

★ 漬け物教室 ★
　この日は女性部部員総勢64名が午前中に「白菜の麴漬け」、午後には「こんかにしん」の作り方を学びました。「白
菜の麴漬け」では坂井眞砂子さん（川北支部）が講師を務め、隠し味にすき身鱈を使った作り方を教えていただきま
した。講習の最後に、坂井さんが前もって作っておいた白菜の麴漬けを参加者が試食しましたが、鱈のうまみやユ
ズの風味などが効いて「普通の麴漬けと違って非常においしい。」「タッパー容器で3日もあれば出来るので、気軽に作
れて簡単。」と好評でした。
　「こんかにしん」では米一美雪副部長と西田登喜子さん（寺井支部）が講師を務め、材料となる身欠きニシンや米ぬ
かの下準備にひと手間加えることなどを教えていただきました。本来は桶にたくさんの材料を漬け込むのですが、今
回はビニール袋にニシン数切れと、米ぬかやしょう油などの材料を加えて実際に作ってみました。「こんかにしん」が
食べ頃になるのは来年の10月以降で、それまでは封を開けずに我慢して待たなければなりません。いつもは市販の
「こんかにしん」を買っていた部員も簡単に作れるとわかり、帰ってから自分でチャレンジするそうです。

女性部だより 女性部だより

★ 味噌造り ～寒仕込み～ ★

今後の
予定

1月22日（火）　川北支部「和菓子作りとお茶会」　川北町百寿会館　13：30～
1月30日（水）　寺井支部「和菓子作り教室」　寺井支店2階　13：30～

（営農経済部　女性部事務局 ： 吉田）までお電話ください。

女性部・緑の学園・フレッシュカレッジ・ボランティアグループ・家の光に関する

☎0761-57-2288お問合せは、お申込みは

フレッシュカレッジ
若い世代（20代～40代）の女性を対象に、くらしに役立つ講習会や教室を開催しています。

　女性部では年明け1月4日（金）から家庭用の味噌造りを開始しました。総勢約100人が3～4人の班に分かれ、JA
グリーン隣の倉庫内の味噌加工施設で約1ヶ月半かけて味噌を仕込みました。
　1部員あたり2升～3升を仕込みますが、味噌を仕込むには正味4日間作業が必要です。何かと忙しい女性部員達
にとっては年に一度の作業。家族のために安全・安心・おいしい味噌をと思い作業に励みました。また作業途中の
コーヒータイム（休憩）も
みそ加工の工程において
大事な時間で、初対面の
メンバーや久々に会う者
同士の会話も弾み、仲間
づくりや親交を深める良
い機会となります。

◆ 御菓子中村屋さんより上生菓子作り学ぶ ◆
川北支部1月22日（火）川北百寿会館、　寺井支部1月30日（水）支店2階

　川北支部・寺井支部では能美市佐野町で和菓子屋を営む
中村成伸さんを講師に、上生菓子の作り方を教わりました。
　川北支部では21名の部員が参加し、ピンクの餡で椿、黄
色の餡で水仙を作りました。部員の皆さんは初めての挑戦で
上手く出来るか心配していましたが、やってみると思いのほ
か綺麗に仕上り、その出来映えに大変喜んでいました。その後、
部員の多賀笑美子さんに抹茶を点てて頂き、季節を感じる
手作りの上生菓子を楽しみながらお茶会を開きました。
　寺井支部は昨年度開催したところ好評だったため、今回で
2回目の開催となり、部員35名が参加しました。水仙と少し
難易度の高い梅に挑戦したところ、手の動かし方が難しく時
間がかかってしまいました。木ベラで線を付けるだけでも力
加減が分からず、上生菓子作りの繊細さを皆さん痛感して
いました。上生菓子作りの後は川北支部同様、抹茶を点て
て出来上がったばかりの上生菓子と一緒に一息つきました。

　平成31年度女性部活動のひとつとして『緑の学園』と銘打って、JA能美
管内のご家族を対象に、以下の内容で食農体験を実施しようと計画して
います。第1回目として3月頃にスナップえんどう（豆）の苗の植え付けを
行う予定です。年5～6回を目処に開催する予定ですが、おおむね年間を
通じて参加できる家族「８組」を募集いたします。ご希望の方（ご家族）は
営農経済センター内・女性部事務局までお申込みください。

集中しています（川北支部）

さすが職人さんです（寺井支部）
左が梅、右が水仙
（寺井支部）

初心者とは思えない出来栄え
（川北支部）

〈定員〉 各回10名
〈開催時間〉 午前10：00～12：30頃
〈会費〉 2,000円
〈場所〉 営農経済センター大会議室（JAグリーンのとなり）

～ 参加者募集！ ～

地域の若い世代の女性を対象に、今年も気になる講習会や教室を予定しています！
※ヨガマットと飲物はJAで用意いたしま
す。お子様連れでもOK！（ただし
お申込時にお子様連れと必ずお伝
えください。）勝手ながら定員になり
次第締め切りとさせていただきます。

心も体も
リフレッシュ

フレッシュカレッジ

7月7日（土）　午前10：00～11：30
営農経済センター（JAグリーンのとなり）

地域の若い世代の女性を対象にワークショップを開催いたします！

つまみ細工＆水引のコサージュ作り教室

～  参 加 家 族 募 集！！ ～

～  参 加 家 族 募 集！！ ～

2月20日（水） ・ 2月23日（土）
2回開催

卒園・卒業、入園・入学シーズンに向けて素敵なコサージュを作りませんか。
初心者歓迎。お子様連れでの参加も可能で
すので、お申し込み時にお知らせ下さい。
定員になり次第締め切りとさせて頂きます
のでお早めにお申込み下さい。

緑の学園家族で参加する
食農体験

お申込み締切日は3月1日（金）
（営農経済センター0761－57－2288　女性部事務局  吉田まで）

対象者 野菜作りに興味のあるご家族（夫婦、親子、お孫さんと一緒に…など）
JA能美管内在住の8家族

日　程 2019年3月～11月の土曜午前中　※開催日は未定、参加者へは随時ご案内

場　所 能美市赤井町の畑、赤井地区婦人の家など

年会費 ひとり500円（小学生以上、小学生未満無料、年間通じて1回のみ徴収）

内　容 2種類の野菜（スナップえんどう、赤井にんじん）の定植から栽培、収穫、料理を
年間約5～6回行う予定です。女性部員もお手伝いいたします。

参加家族
募集！！



6JAN－ジャン－  2019.27 JAN－ジャン－  2019.2 獅子座（7.23～8.22）乙女座（8.23～9.22）
【全体運】思い込みが失敗を招く原因になりがち。柔軟な発想を心掛けて。リラックスするには好きな香りの入浴剤が最適
【健康運】ゆったり構えて過ごすのが健康の秘訣（ひけつ）に【幸運の食べ物】シイタケ

【全体運】小さなミスを連発しやすいよう。慣れている作業でも確認を忘れずに。周囲のアドバイスには謙虚に耳を傾けて
【健康運】運動することで、より健康に近づけます【幸運の食べ物】パセリ

JAの
自動車共済

JAの

自動
車共
済

JA自動車共済安心サービス！ 冬の到来です！ 日の入り時間が早くなり、雪も降る季節に入ります。
交通事故が増える季節でもありますので、もしもの時に備えて対処方法を確認しましょう。

事故等により自力走行不能となった場合に
現場急行し、最寄の修理工場等までけん引します。

万が一、事故に遭われたらJAもしくは
フリーダイヤルにまずはお電話ください！！

事故を起こさないように安全運転でお過ごしください！！！

レッカーサービス

JAの営業時間外にJA共済事故受付センターへご連絡いただいた事故について
休日面談専任のスタッフがお客様を訪問し、事故に関するご質問やご相談に親身にお応えします。

休日契約者面談サービスフリーダイヤル安心サービス！！

JA共済の自動車共済にご加入中、これから加入予定のみなさまにお知らせです！

JA共済事故受付センター
事故の場合には

レッカー移動や故障時の応急対応が必要な場合には

ジコハ クミアイ

もしも事故を
  起こしてしまったら…

万が一、事故に遭われたら「JA」もしくは「フリーダイヤル」にまずはお電話ください！！

レッカーサービス

アプリのご紹介

事故または故障により自力走行不能となった場合に、レッカー車で
現場へ急行し、最寄りの修理工場等までお車をけん引いたします。
現場から100kmまでのけん引に要する費用、特殊作業（クレーン使
用および長時間を要する難作業等）を伴う引上げにかかる費用のう
ち50,000円（税込）以内の費用がサービスの対象となります。

ロードサービス
故障・トラブルにより自力走行不能となった場合に、
対応業者が現場に急行し、お車の応急対応を行い
ます。
30分程度で対応可能な応急対応に要する費用がサ
ービスの対象となります。

平日：17～23時　土日祝：8～23時

夜間休日現場急行サービス

JAの営業時間外にJA共済事故受付センターへご連
絡頂いた事故について対応員が事故現場に急行し、
事故状況の聞き取りを行います。

平日：17～21時　土日祝：9～21時

○本店共済部 0761（57）3508
○中央支店 0761（57）0036
○寺井支店 0761（57）1141
○辰口支店 0761（51）3115
○川北支店 076（277）1288

夜間休日初期対応サービス

JA営業時間内のご連絡は

JAの営業時間外にJA共済事故受付センターへご連
絡頂いた事故について初期対応専任のスタッフがお
客様からの相談対応や相手方への迅速な対応を行
います。

☎０１２０-２５８-９３１

※レッカーサービス・ロードサービスをご利用の際は、事前にJA（JA共済指定工場の出
動を手配いたします。）またはJA共済サポートセンター（JA共済事故受付センター）まで
ご連絡ください。（ご自身で手配された場合は本サービスの対象外となります。）

※トラブルの状況や手配内容によっては、ご利用者さまに費用のご負担が発生する場合
があります。

お車のトラブル時にアプリを利用すれば
受付窓口へのスムーズな連絡が可能です。

検 索くるまのミカタ

〈 アプリダウンロードはコチラから 〉

レッカー・ロード
サービスの要請

受付窓口 ： JA共済サポートセンター

1

事故受付 受付窓口 ： 
JA共済事故受付センター2



6JAN－ジャン－  2019.27 JAN－ジャン－  2019.2 獅子座（7.23～8.22）乙女座（8.23～9.22）
【全体運】思い込みが失敗を招く原因になりがち。柔軟な発想を心掛けて。リラックスするには好きな香りの入浴剤が最適
【健康運】ゆったり構えて過ごすのが健康の秘訣（ひけつ）に【幸運の食べ物】シイタケ

【全体運】小さなミスを連発しやすいよう。慣れている作業でも確認を忘れずに。周囲のアドバイスには謙虚に耳を傾けて
【健康運】運動することで、より健康に近づけます【幸運の食べ物】パセリ

JAの
自動車共済

JAの

自動
車共
済

JA自動車共済安心サービス！ 冬の到来です！ 日の入り時間が早くなり、雪も降る季節に入ります。
交通事故が増える季節でもありますので、もしもの時に備えて対処方法を確認しましょう。

事故等により自力走行不能となった場合に
現場急行し、最寄の修理工場等までけん引します。

万が一、事故に遭われたらJAもしくは
フリーダイヤルにまずはお電話ください！！

事故を起こさないように安全運転でお過ごしください！！！

レッカーサービス

JAの営業時間外にJA共済事故受付センターへご連絡いただいた事故について
休日面談専任のスタッフがお客様を訪問し、事故に関するご質問やご相談に親身にお応えします。

休日契約者面談サービスフリーダイヤル安心サービス！！

JA共済の自動車共済にご加入中、これから加入予定のみなさまにお知らせです！

JA共済事故受付センター
事故の場合には

レッカー移動や故障時の応急対応が必要な場合には

ジコハ クミアイ

もしも事故を
  起こしてしまったら…

万が一、事故に遭われたら「JA」もしくは「フリーダイヤル」にまずはお電話ください！！

レッカーサービス

アプリのご紹介

事故または故障により自力走行不能となった場合に、レッカー車で
現場へ急行し、最寄りの修理工場等までお車をけん引いたします。
現場から100kmまでのけん引に要する費用、特殊作業（クレーン使
用および長時間を要する難作業等）を伴う引上げにかかる費用のう
ち50,000円（税込）以内の費用がサービスの対象となります。

ロードサービス
故障・トラブルにより自力走行不能となった場合に、
対応業者が現場に急行し、お車の応急対応を行い
ます。
30分程度で対応可能な応急対応に要する費用がサ
ービスの対象となります。

平日：17～23時　土日祝：8～23時

夜間休日現場急行サービス

JAの営業時間外にJA共済事故受付センターへご連
絡頂いた事故について対応員が事故現場に急行し、
事故状況の聞き取りを行います。

平日：17～21時　土日祝：9～21時

○本店共済部 0761（57）3508
○中央支店 0761（57）0036
○寺井支店 0761（57）1141
○辰口支店 0761（51）3115
○川北支店 076（277）1288

夜間休日初期対応サービス

JA営業時間内のご連絡は

JAの営業時間外にJA共済事故受付センターへご連
絡頂いた事故について初期対応専任のスタッフがお
客様からの相談対応や相手方への迅速な対応を行
います。

☎０１２０-２５８-９３１

※レッカーサービス・ロードサービスをご利用の際は、事前にJA（JA共済指定工場の出
動を手配いたします。）またはJA共済サポートセンター（JA共済事故受付センター）まで
ご連絡ください。（ご自身で手配された場合は本サービスの対象外となります。）

※トラブルの状況や手配内容によっては、ご利用者さまに費用のご負担が発生する場合
があります。

お車のトラブル時にアプリを利用すれば
受付窓口へのスムーズな連絡が可能です。

検 索くるまのミカタ

〈 アプリダウンロードはコチラから 〉

レッカー・ロード
サービスの要請

受付窓口 ： JA共済サポートセンター

1

事故受付 受付窓口 ： 
JA共済事故受付センター2



8JAN－ジャン－  2019.29 JAN－ジャン－  2019.2 天秤座（9.23～10.23）蠍 座（10.24～11.22）
【全体運】気持ちが不安定になる気配。身の回りを片付けると気持ちが落ち着くので、試してみて。念入りな掃除も効果大
【健康運】体力過信はNG。定期的に休息を取って【幸運の食べ物】タイ

【全体運】前向きな気持ちになれます。ためらっていたことにも積極的に取り組めば、好変化が。自己アピールも成功の兆し
【健康運】体をいたわって。無理なダイエットは×【幸運の食べ物】ズワイガニ

JA共済

カーブミラー磨き

国税庁 e-Tax キャラクター
イータ君

JA能美　終活セミナー（特別企画）

～ 安心・幸せに過ごすための生前整理 ～
開催日時：平成31年3月16日（土）  10:00～12:00
会　　場：JA能美  本店2F
対　　象：JA能美で年金をお受取の方

（ペンショナーズクラブ・年金友の会　会員の方）

講　　師：水上　弘子 氏
終活カウンセラー　上級インストラクター
生前整理アドバイザー　上級認定指導員

定　　員：40名（先着順）

参加費
無料

お申し込みは最寄りの各支店、または本店金融部までご連絡ください

このような方は
是非セミナーに
ご参加ください

・「終活」という言葉を耳にするが、何をしていいか分らない
・身の回りの整理をしたい
・エンディングノートを書いてみたい　　…etc

マイカーローン
ローンのご相談はJAへローンのご相談はJAへ

最軽減金利適用期間 ： 平成30年10月1日（月）～平成31年9月30日（月）

◎ご新規お借入れの方

車・バイクの購入・車検・修理費・免許取得資金など

変動金利 店頭基準金利　年 3.00％　⇨ 〔最軽減金利〕　年 1.00％
固定金利 店頭基準金利　年 3.20％　⇨ 〔最軽減金利〕　年 1.50％

◎JAマイカーローンや住宅関連資金のお借入れがある方、または完済後2年以内の方

期間中にマイカーローンをご契約された方に、もれなくJAグリーン能美の市商品券プレゼント！

変動金利 店頭基準金利　年 3.00％　⇨ 〔最軽減金利〕　年 0.80％
固定金利 店頭基準金利　年 3.20％　⇨ 〔最軽減金利〕　年 1.30％

教育ローン 最軽減金利適用期間 ： 平成30年10月1日（月）～平成31年9月30日（月）

◎ご新規お借入れの方

学費・学生生活に必要な資金など

変動金利 店頭基準金利　年 2.00％　⇨ 〔最軽減金利〕　年 1.00％
固定金利 店頭基準金利　年 3.00％　⇨ 〔最軽減金利〕　年 1.50％

◎JA住宅関連資金のお借入れがある方、または完済後2年以内の方

期間中に教育ローンをご契約された方に、もれなくJAグリーン能美の市商品券プレゼント！

変動金利 店頭基準金利　年 2.00％　⇨ 〔最軽減金利〕　年 0.80％
固定金利 店頭基準金利　年 3.00％　⇨ 〔最軽減金利〕　年 1.30％

セミナー参加者全員に
農林中金監修

エンディングノート
「いまから帳」プレゼント

を
上手に活用しましょう
「家の光」

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

『家の光』は「食と農」「家族」「暮らし」「協同」の4つのテーマを
大切にしながらJAを拠りどころに魅力的な暮らし方を提案している家庭雑誌です。

食べることは生きること。自然豊かなこの地域で暮らせる幸せ。
この「家の光」には役立つ情報がたくさん詰まっています。
定期購読をご希望の方は最寄りの支店までお申込みください。

毎月617円（税込）～、付録付き号は906円で毎月金額が違います。家計簿付きの12月号は1,008円（税込）。
年間予約購読されると（11月号～翌10月号分）9,240円が8,623円（前納）になります。

●国産・旬の素材を使用したレシピはもちろん役立つ情報がいっぱい
●家庭菜園入門者向け、農作業を効率的にするアイディアなども掲載

食 農と
食べることは生命の源
「地産地消」「自給」をキーワードに安全・安心
そして“おいしい”のために

暮らし家族 と

楽しみながら実践する節約生活のすすめ、すぐにでも
実践したいマネー記事
心身のバランスを整え、健康な毎日を過ごすためのヒント

●家族との話題づくりに
●心あたたまる童話のページはお子さんへの読み聞かせに
●一番人気は「美輪明宏の人生相談」コーナー！ 
●新聞やテレビだけではわかりにくい時事問題もやさしく解説

協同

JAの取り組みや役割、JA女性組織のことを
やさしく解説

●JAのことがわかればわかるほど、仲間がいることの
　すばらしさが実感できます。

家の光を
ご存知ですか？



8JAN－ジャン－  2019.29 JAN－ジャン－  2019.2 天秤座（9.23～10.23）蠍 座（10.24～11.22）
【全体運】気持ちが不安定になる気配。身の回りを片付けると気持ちが落ち着くので、試してみて。念入りな掃除も効果大
【健康運】体力過信はNG。定期的に休息を取って【幸運の食べ物】タイ

【全体運】前向きな気持ちになれます。ためらっていたことにも積極的に取り組めば、好変化が。自己アピールも成功の兆し
【健康運】体をいたわって。無理なダイエットは×【幸運の食べ物】ズワイガニ

JA共済

カーブミラー磨き

国税庁 e-Tax キャラクター
イータ君

JA能美　終活セミナー（特別企画）

～ 安心・幸せに過ごすための生前整理 ～
開催日時：平成31年3月16日（土）  10:00～12:00
会　　場：JA能美  本店2F
対　　象：JA能美で年金をお受取の方

（ペンショナーズクラブ・年金友の会　会員の方）

講　　師：水上　弘子 氏
終活カウンセラー　上級インストラクター
生前整理アドバイザー　上級認定指導員

定　　員：40名（先着順）

参加費
無料

お申し込みは最寄りの各支店、または本店金融部までご連絡ください

このような方は
是非セミナーに
ご参加ください

・「終活」という言葉を耳にするが、何をしていいか分らない
・身の回りの整理をしたい
・エンディングノートを書いてみたい　　…etc

マイカーローン
ローンのご相談はJAへローンのご相談はJAへ

最軽減金利適用期間 ： 平成30年10月1日（月）～平成31年9月30日（月）

◎ご新規お借入れの方

車・バイクの購入・車検・修理費・免許取得資金など

変動金利 店頭基準金利　年 3.00％　⇨ 〔最軽減金利〕　年 1.00％
固定金利 店頭基準金利　年 3.20％　⇨ 〔最軽減金利〕　年 1.50％

◎JAマイカーローンや住宅関連資金のお借入れがある方、または完済後2年以内の方

期間中にマイカーローンをご契約された方に、もれなくJAグリーン能美の市商品券プレゼント！

変動金利 店頭基準金利　年 3.00％　⇨ 〔最軽減金利〕　年 0.80％
固定金利 店頭基準金利　年 3.20％　⇨ 〔最軽減金利〕　年 1.30％

教育ローン 最軽減金利適用期間 ： 平成30年10月1日（月）～平成31年9月30日（月）

◎ご新規お借入れの方

学費・学生生活に必要な資金など

変動金利 店頭基準金利　年 2.00％　⇨ 〔最軽減金利〕　年 1.00％
固定金利 店頭基準金利　年 3.00％　⇨ 〔最軽減金利〕　年 1.50％

◎JA住宅関連資金のお借入れがある方、または完済後2年以内の方

期間中に教育ローンをご契約された方に、もれなくJAグリーン能美の市商品券プレゼント！

変動金利 店頭基準金利　年 2.00％　⇨ 〔最軽減金利〕　年 0.80％
固定金利 店頭基準金利　年 3.00％　⇨ 〔最軽減金利〕　年 1.30％

セミナー参加者全員に
農林中金監修

エンディングノート
「いまから帳」プレゼント

を
上手に活用しましょう
「家の光」

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

『家の光』は「食と農」「家族」「暮らし」「協同」の4つのテーマを
大切にしながらJAを拠りどころに魅力的な暮らし方を提案している家庭雑誌です。

食べることは生きること。自然豊かなこの地域で暮らせる幸せ。
この「家の光」には役立つ情報がたくさん詰まっています。
定期購読をご希望の方は最寄りの支店までお申込みください。

毎月617円（税込）～、付録付き号は906円で毎月金額が違います。家計簿付きの12月号は1,008円（税込）。
年間予約購読されると（11月号～翌10月号分）9,240円が8,623円（前納）になります。

●国産・旬の素材を使用したレシピはもちろん役立つ情報がいっぱい
●家庭菜園入門者向け、農作業を効率的にするアイディアなども掲載

食 農と
食べることは生命の源
「地産地消」「自給」をキーワードに安全・安心
そして“おいしい”のために

暮らし家族 と

楽しみながら実践する節約生活のすすめ、すぐにでも
実践したいマネー記事
心身のバランスを整え、健康な毎日を過ごすためのヒント

●家族との話題づくりに
●心あたたまる童話のページはお子さんへの読み聞かせに
●一番人気は「美輪明宏の人生相談」コーナー！ 
●新聞やテレビだけではわかりにくい時事問題もやさしく解説

協同

JAの取り組みや役割、JA女性組織のことを
やさしく解説

●JAのことがわかればわかるほど、仲間がいることの
　すばらしさが実感できます。

家の光を
ご存知ですか？



魚　座（2.19～3.20）

水瓶座（1.20～2.18）

【全体運】自信が芽生える星回り。さまざまな分野に挑戦したくなるので、動いてみて。意見やアイデアの発表も正解
【健康運】話題の健康法に注目を。体質に合いそう【幸運の食べ物】ワカメ

【全体運】何事も急がず、マイペースにやることで、物事がスムーズに運ぶはず。結果より、充実感を優先するとグッド
【健康運】胃腸に優しい食事にすると運気好転へ【幸運の食べ物】シラス 射手座（11.23～12.21）

山羊座（12.22～1.19）
【全体運】人との交流からうれしい刺激をもらえる予感。普段付き合う機会の少ない相手ほど、斬新な驚きを与えてくれそう
【健康運】運動するのに良い月。何か目標を立てて【幸運の食べ物】カブ

【全体運】感情的になりやすい期間。特に家族など、身近な人に口うるさくしないよう、冷静に。開運には手料理を作って
【健康運】健康を気にし過ぎ。気楽に考えましょう【幸運の食べ物】セリ

お気軽にお電話下さい。

○中 央 支 店
 （0761） 57-0036
○寺 井 支 店
 （0761） 57-1141
○辰 口 支 店
 （0761） 51-3115
○川 北 支 店
 （076） 277-1288

あなたの暮らしのそばに……

（本　　　店）
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・

監査室、経営企画部
審 査 部
金　 融　 部
ローン営業センター
お客様相談センター
共 済 部
営 農 経 済 部
J Aグリーン
6次産業推進室
農 業 機 械 課
自 動 車 課
本 店セルフ給 油 所
辰 口セルフ給 油 所
川 北 給 油 所
LPガスセンター
加工センター
葬祭センター
配送センター

（0761） 57-3505
（0761） 57-3505
（0761） 57-3505
（0761） 57-3505
（0761） 57-3505
（0761） 57-3508
（0761） 
（0761） 57-4831
（0761） 57-2655
（0761） 57-2654
（0761） 57-2653
（0761） 57-4292
（0761） 51-4710
（076） 277-1789
（0761） 51-5525
（0761） 57-1140
（0761） 57-4004
（0761） 52-0531

57-2655
57-2288
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二重マスの文字をA～Fの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

お答えが分かった方は、「住所氏名年齢及び
支店名」を明記の上、最寄りの支店を通じて本
店総務管理課迄提出して下さい。
◎〆切り：2月28日（木）
◎抽選で5名の方に景品をお送りします。
　どしどしご応募下さい。

先月の
「クロスワード・パズル」の
答えは『マメマキ』でした。

（今回の応募総数は44通でした。）
当選者の発表は景品の発送を持って

代えさせていただきます。

3
月
21
日
　
第
11
回
定
例
理
事
会

4
月
3
日
　
辞
令
交
付
式・新
採
職
員
入
組
式

　
　
8
日
　
平
成
30
年
度
職
員
採
用
事
業
説
明
会

クロスワード
縮小77.454％

編集後記

理
事
会
だ
よ
り

　
平
成
29
年
5
月
30
日
㈫
開
催
の
第
2
回
定
例
理
事
会
で
次
の
事
項
が
審
議・報

告
さ
れ
、審
議
案
件
は
全
件
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１
、決
算
監
査
報
告

⑴
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
監
査
報
告

⑵
平
成
28
年
度
下
期
監
事
監
査
報
告

２
、審
議
事
項

⑴
総
代
会
召
集
通
知
に
係
る
書
面
議
決

書
及
び
総
代
会
参
考
書
類
に
つい
て

⑵
平
成
28
年
度
決
算
及
び
事
業
報
告
、

剰
余
金
処
分（
案
）に
つい
て

⑶
役
員
選
任
の
件
に
つい
て

⑷
平
成
29
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び

監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

⑸
退
任
理
事
及
び
監
事
に
対
す
る
退

職
慰
労
金
支
給
の
件

⑹
個
人
情
報
保
護
に
係
る
方
針
・
規

程
の
改
定
等
に
つい
て

⑺
理
事
と
組
合
と
の
契
約
行
為
に
つ
い

て
３
、報
告
事
項

⑴
大
口
貸
出
金
の
報
告
に
つい
て

⑵
平
成
28
年
度
下
期
内
部
監
査
報
告

に
つい
て

⑶
平
成
29
年
４
月
末
実
績
報
告
に
つい

て
⑷
平
成
29
年
６
月
次
業
務
日
程
に
つ
い

て

理
事
会
だ
よ
り

　
平
成
31
年
1
月
21
日
㈪
開
催
の
第
9
回
定
例
理
事
会
で
次
の
事
項
が
審
議・報

告
さ
れ
、審
議
案
件
は
全
件
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１
、審
議
事
項

⑴
定
款
の一部
変
更
に
つい
て

⑵
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙
の
実

施
つい
て

⑶
固
定
資
産
の
処
分
に
つい
て

⑷
Ｆ
ｉｎ
Ｔｅｃ
ｈ
企
業
等
と
の
連
携
及

び
協
働
に
係
る
方
針
の
制
定
に
つ
い

て
２
、報
告
事
項

⑴
理
事
と
組
合
と
の
契
約
行
為
に
つ
い

て
の
報
告
　
　
　

⑵
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
報
告

①
反
社
会
的
勢
力
と
の
取
引
排
除
及
び

組
織
犯
罪
等
防
止
に
係
る
対
応
状
況

に
つい
て

　
三
十
数
年
ぶ
り
と
も
十
数
年
ぶ
り
と
も
言
わ
れ
る
大
雪
も
解
け
、
よ
う
や
く
待
ち

に
待
っ
た
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
ほ
ど
春
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
春
は
、
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
す
。

　
学
び
舎
を
巣
立
つ
人
、
長
年
勤
め
た
仕
事
を
退
職
す
る
人
、
人
事
異
動
で
新
し
い

職
務
に
就
く
人
、
慣
れ
親
し
ん
だ
仲
間
や
土
地
に
別
れ
を
告
げ
、
新
し
い
人
生
を
歩

み
だ
す
季
節
で
す
。
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

反
対
に
、
悲
し
み
や
苦
し
み
、
不
安
で
心
が
押
し
潰
れ
そ
う
な
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

人
生
に
は
、
色
々
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
時
に
は
、
立
ち
止
ま
り
前
に
進
め
な
い
時

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
は
、
無
理
に
前
に
進
ま
な
く
て
も
いい
の
だ
と
思
い
ま
す
。

う
ず
く
ま
っ
て
い
て
も
い
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
心
が
少
し
だ
け
で
も
元
気
に

な
っ
た
ら
、
ま
た
、
ち
ょっ
と
だ
け
歩
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、

今
ま
で
と
違
っ
た
景
色
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　「
自
分
に
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
道
が
あ
る
。
広
い
時
も
あ
れ
ば
狭
い
時
も
あ
る
。

登
り
も
あ
れ
ば
下
り
も
あ
る
。
思
案
に
あ
ま
る
時
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
心
を
定
め
、

希
望
を
も
っ
て
歩
む
な
ら
、
必
ず
道
は
開
け
て
く
る
。
深
い
喜
び
も
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
。」と
松
下
幸
之
助
の
著
書
に
も
あ
り
ま
す
。
朝
の
来
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ
ん
。

冬
の
あ
と
に
は
、
必
ず
春
が
や
っ
て
来
ま
す
。
希
望
を
持
っ
て
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
い
よ
い
よ
、今
月
末
に
は
、苗
が
我
が
家
に
や
っ
て
き
ま
す
。大
雪
で
た
く
さ
ん
の
方
々

の
ハ
ウ
ス
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
ど
う
か
豊
作
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
と
希
望
を
持
っ
て
農
作
業
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

7・8月の主な行事

3月の
主な行事

8
月
20
日
　
第
５
回
　
定
例
理
事
会

　
　
30
日
　
第
２
回
　
ア
ン
パ
ンマ
ン
こ
ど
も
く
ら
ぶ
イ
ベン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ママ
フ
ィッ
ト
＆
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ

9
月
6
日
　
Ｊ
Ａ
能
美
交
通
安
全
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
交
通
安
全
旗
リ
レ
ー
出
発
式)

　
　
26
日
　
Ｊ
Ａ
能
美 

年
金
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
27
日
予
備
日
） 

10
月
13・14
日
　
秋
の
収
穫
祭

★タテのカギ
①片目だけパチンとつむります
④夜空できらめきます
⑥不満がたまるとこぼしてしまうことも
⑦ショベルカーやブルドーザーなどのこと
⑨ホエールはクジラ、ドルフィンは̶
⑪師匠に就いて学ぶ立場です
⑫丸木を組んで作る舟
⑭平和の象徴とされる鳥
⑮コンビニで免許証の̶を取った
⑰機嫌がいいときに漏れる「フンフンフーン♪」
⑲なめて味わうお菓子
⑳アイロンをかけてのばします
㉑̶先は闇、慎重に進みたいものです

★ヨコのカギ
①ホー、ホケキョ！
②わずかな希望のことを̶の望みともい
います
③当たりかな、外れかな
④カビが増殖するために飛ばします
⑤春・夏・秋・冬と巡ります
⑧長湯をして̶のように真っ赤になった
⑩受験生に問題用紙と̶用紙が配られた
⑬しょうゆ、みそ、塩、豚骨……色んな味があ
ります
⑭開店祝いの札を付けた物が店先にずらり
と並ぶことも
⑯耳たぶに穴を開けて着けます
⑰2本で1膳と数えます
⑱祝いの席では尾頭付きが用意されること
もあります

　
２
０
１
９
年
が
幕
開
け
し
、早
く
も
一
か
月
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
今
頃
は
、記
録
的
な
大
雪
と
な
り
、毎
日
の
雪
か
き
や
道
路
の
除
雪
に
四

苦
八
苦
し
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
石
川
県
と
福
井
県
に
跨
る
道
路
で
多
く
の
車
が
立
ち
往
生
し
、大
混
乱
を

巻
き
起
こ
し
ま
し
た
が
、そ
ん
な
中
近
く
に
住
む
人
た
ち
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

の
温
か
い
炊
き
出
し
や
、飲
食
店
の
方
々
の
ご
好
意
で
食
べ
物
が
無
料
で
提
供
さ
れ

る
等
、心
温
ま
る
ニュー
ス
も
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

　
昨
年
の
混
乱
を
教
訓
に
、今
冬
は
一
部
道
路
で
の
車
の
チ
ェ
ー
ン
装
着
が
義
務
付

け
ら
れ
る
な
ど
大
雪
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

幸
い
に
も
今
の
と
こ
ろ
積
雪
も
少
な
く
、近
く
の
グ
ラ
ン
ド
で
は
、野
球
や
サ
ッ
カ
ー

の
練
習
に
励
む
元
気
な
子
供
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ
、何
か
ほ
っ
こ
り
し
た
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

　
北
陸
の
冬
に
雪
は
付
き
物
で
、そ
の
昔
は〝
雪
の
積
も
っ
た
道
路
か
ら
雪
の
階
段

を
下
っ
て
玄
関
へ
〞な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、私
た
ち
の
日
々
の
生
活
を

妨
げ
て
し
ま
う
よ
う
な
大
雪
は
、も
う
こ
り
ご
り
で
す
。 

１
、
審
議
事
項

⑴
経
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑵
共
済
規
程
の
一
部
変
更（
案
）に
つ

い
て

２
、
報
告
事
項

⑴
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
報
告

①
反
社
会
的
勢
力
と
の
取
引
排
除

及
び
組
織
犯
罪
等
防
止
に
係
る

対
応
状
況
に
つ
い
て

②
自
店
検
査
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
③
苦
情
の
受
付
と
対
応
状
況
に
つ

い
て

④
事
務
ミ
ス
報
告
に
つ
い
て

⑤
長
期
職
場
離
脱
実
施
実
績
の
状

況
に
つ
い
て

⑥
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

⑵
組
合
員
の
加
入
お
よ
び
脱
退
の
状

況
に
つ
い
て

⑶
余
裕
金
運
用
状
況
報
告
書
お
よ
び

運
用
方
針
に
つ
い
て

⑷
平
成
30
年
12
月
末
実
績
報
告
に
つ

い
て

⑸
平
成
31
年
２
月
次
業
務
日
程
に
つ

い
て

3
月
2・3
日 

Ｊ
Ａ
オ
ー
ト
こ
ま
つ
　
合
同
展
示
会

　
　
6
日
　
年
金
友
の
会
　
総
会
　
〜
金
太
郎
温
泉
〜

　
　
16
日
　
ペン
シ
ョ
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
　
終
活
セ
ミ
ナ
ー

　
　
19
日
　
第
11
回
　
定
例
理
事
会

青 壮 年 部 だ よ り

６
日（
木
）に
中
央
支
店
で
、「
刃
物
を
持
っ
た
男
が
単
身
乗
り
込
み
お
客
様
を
人
質
に

と
り
現
金
２
千
万
円
を
要
求
・
強
奪
し
逃
走
す
る
」と
い
う
想
定
で
、
年
末
の
防
犯
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
犯
人
役
の
要
求
に
対
す
る
窓
口
担
当
者
の
対
応
や
非
常
通
報
、
駆
け

付
け
た
警
察
官
に
犯
人
の
特
徴
や
逃
走
方
向
等
を
報
告
す
る
ま
で
の一
連
の
流
れ
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
特
殊
詐
欺
の
未
然
防
止
訓
練
も
行
い
、
５
０
０
万
円
を
振
り
込
も
う
と
す
る

仮
想
被
害
者
の
女
性
に
声
掛
け
や
被
害
防
止
の
働
き
掛
け
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
能
美
警
察
所
の
湯
村
生
活
安
全
課
長
よ
り
、
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
の
配
置
の
指
導
や
、
犯

人
へ
の
説
得
や
お
金
を
詰
め
る
フ
リ
な
ど
の
危
な
い
芝
居
や
演
技
を
し
て
感
情
を
逆
な

で
し
な
い
こ
と
、
ま
た
窓
口
で
の
日
頃
か
ら
の
声
掛
け
や
支
店
周
辺
の
巡
回
が
犯
罪
防

止
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
講
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
訓
練
を
し
た
Ｊ
Ａ
能
美
の
高
田
支
店
長
は「
強
盗
や
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
年

末
に
向
け
増
加
し
て
い
る
中
、
今
年
の
防
犯
訓
練
を
生
か
し
支
店
職
員
一
同
、
防
犯
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

青壮年部だより
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
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○
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○
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○
○
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○
○

　
平
成
31
年
１
月
19
日（
土
）に
Ｊ
Ａ
石
川
教
育
セ
ン
タ
ー（
金

沢
市
古
府
）で
、
昨
年
の
秋
に
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会
が
開

催
し
た「
手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
」の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、Ｊ

Ａ
能
美
　
山
上
第
一
支
部（
辰
口
支
店
）が
委
員
長
賞（
特
別
賞
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
は「
米
の
消
費
拡
大
」・「
環
境
保
護
」・

「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
」な
ど
、
農
業
あ
る
地
域
づ
く
り
の
大

切
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
上
第
一
支
部
で
は
、
毎
年
、
地
元
の
小
学
校
と
協
同
で
看

板
の
製
作
に
取
組
ん
で
お
り
、
今
回
、
初
め
て
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
頂
い
た
子
ど
も
た
ち
や
先
生
方

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ａ
能
美
青
壮
年
部
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
と一
緒

に「
地
域
づ
く
り
」や「
農
業
に
触
れ
合
い
、
農
業
を
知
っ
て
頂
け

る
」活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会
が
主
催
す
る「
手
づ
く
り
看
板
コ

ン
ク
ー
ル
」で
、Ｊ
Ａ
能
美
山
上
第
一
支
部
の
看
板
が
委
員
長
賞

（
特
別
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
に
伴
い
Ｊ
Ａ
能
美
で
は
、
１
月
23
日（
水
）に
Ｊ
Ａ
能
美

の
和
田
専
務
と
山
上
第
一
支
部
盟
友
が
宮
竹
小
学
校
を
訪
問

し
、
宮
竹
小
学
校
５
年
生

の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

授
業
中
の
た
め
、
感
謝
状

は
宮
竹
小
学
校
の
山
口
校

長
先
生
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
毎
年
、Ｊ
Ａ
能
美
　
山
上

第
一
支
部
で
は
手
づ
く
り
看

板
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
す
る

た
め
に
、
宮
竹
小
学
校
５
年

生
の
皆
さ
ん
に
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
描
い
て
頂
き
、
そ
の

中
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
選
出

し
、
製
作
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
が
続
け
ら
れ
る

の
も
、
宮
竹
小
学
校
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ａ
能
美
　

青
壮
年
部
は
地
域
へ
の
貢

献
、
地
域
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

賞状を受け取る、
浦出山上第一支部長

青壮年部だより
　
平
成
31
年
１
月
19
日（
土
）に
Ｊ
Ａ
石
川
教
育
セ
ン
タ
ー（
金

沢
市
古
府
）で
、
昨
年
の
秋
に
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会
が
開

催
し
た「
手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
」の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、Ｊ

Ａ
能
美
　
山
上
第
一
支
部（
辰
口
支
店
）が
委
員
長
賞（
特
別
賞
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
は「
米
の
消
費
拡
大
」・「
環
境
保
護
」・

「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
」な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
上
第
一
支
部
で
は
、
毎
年
、
地
元
の
小
学
校
と
協
同
で
看

板
の
製
作
に
取
組
ん
で
お
り
、
今
回
、
初
め
て
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
頂
い
た
子
ど
も
た
ち
や
先
生
方

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ａ
能
美
青
壮
年
部
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
と一
緒

に「
地
域
づ
く
り
」や「
農
業
に
触
れ
合
い
、
農
業
を
知
っ
て
頂
け

る
」活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 手

づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル

〜
石
川
青
壮
年
部
協
議
会
主
催
〜

Ｊ
Ａ
能
美 

山
上
第
一
支
部
が

「
委
員
長
賞
」を
受
賞
！

　
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会
が
主
催
す
る「
手
づ
く
り
看
板
コ

ン
ク
ー
ル
」で
、Ｊ
Ａ
能
美
山
上
第
一
支
部
の
看
板
が
委
員
長
賞

（
特
別
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
に
伴
い
Ｊ
Ａ
能
美
で
は
、
１
月
23
日（
水
）に
Ｊ
Ａ
能
美

の
和
田
専
務
と
山
上
第
一
支
部
盟
友
が
宮
竹
小
学
校
を
訪
問

し
、
宮
竹
小
学
校
５
年
生

の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

授
業
中
の
た
め
、
感
謝
状

は
宮
竹
小
学
校
の
山
口
雅

子
校
長
先
生
に
贈
呈
し
ま

し
た
。

　
毎
年
、Ｊ
Ａ
能
美
　
山
上

第
一
支
部
で
は
手
づ
く
り
看

板
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
す
る

た
め
に
、
宮
竹
小
学
校
５
年

生
の
皆
さ
ん
に
テ
ー
マ
に
合
っ

た
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
頂
き
、

そ
の
中
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
選

ん
で
、
製
作
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
が
続
け
ら
れ
る

の
も
、
宮
竹
小
学
校
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ａ
能
美
　

青
壮
年
部
は
地
域
へ
の
貢

献
、
地
域
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
！

立
役
者
は
宮
竹
小
学
校

５
年
生
の
皆
さ
ん
‼

宮
竹
小
学
校
５
年
生
に「
感
謝
状
」

賞状を受け取る、
浦出山上第一支部長

JA能美でお仕事しませんか？

配送ドライバーを
募集します。

JA能美で
お仕事しませんか？

安全運転を心掛け、組合員・お客様のご自宅等へ農業用肥料や生活用品の配達をする
業務内容です。JA能美のお仕事に興味のある方はぜひ、お問い合わせください。

勤務配属先 JA能美　配送センター（能美市徳久町）
勤務時間等 月曜日から金曜日の8時30分~17時00分

土曜日は月に1回＝8時30分～12時00分
必 要 資 格 普通自動車運転免許証

お問い合わせ先 ： JA能美 本店　総務管理課
0761-57-3505　担当：北村



魚　座（2.19～3.20）

水瓶座（1.20～2.18）

【全体運】自信が芽生える星回り。さまざまな分野に挑戦したくなるので、動いてみて。意見やアイデアの発表も正解
【健康運】話題の健康法に注目を。体質に合いそう【幸運の食べ物】ワカメ

【全体運】何事も急がず、マイペースにやることで、物事がスムーズに運ぶはず。結果より、充実感を優先するとグッド
【健康運】胃腸に優しい食事にすると運気好転へ【幸運の食べ物】シラス 射手座（11.23～12.21）

山羊座（12.22～1.19）
【全体運】人との交流からうれしい刺激をもらえる予感。普段付き合う機会の少ない相手ほど、斬新な驚きを与えてくれそう
【健康運】運動するのに良い月。何か目標を立てて【幸運の食べ物】カブ

【全体運】感情的になりやすい期間。特に家族など、身近な人に口うるさくしないよう、冷静に。開運には手料理を作って
【健康運】健康を気にし過ぎ。気楽に考えましょう【幸運の食べ物】セリ

お気軽にお電話下さい。

○中 央 支 店
 （0761） 57-0036
○寺 井 支 店
 （0761） 57-1141
○辰 口 支 店
 （0761） 51-3115
○川 北 支 店
 （076） 277-1288

あなたの暮らしのそばに……

（本　　　店）
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・
　・

監査室、経営企画部
審 査 部
金　 融　 部
ローン営業センター
お客様相談センター
共 済 部
営 農 経 済 部
J Aグリーン
6次産業推進室
農 業 機 械 課
自 動 車 課
本 店セルフ給 油 所
辰 口セルフ給 油 所
川 北 給 油 所
LPガスセンター
加工センター
葬祭センター
配送センター

（0761） 57-3505
（0761） 57-3505
（0761） 57-3505
（0761） 57-3505
（0761） 57-3505
（0761） 57-3508
（0761） 
（0761） 57-4831
（0761） 57-2655
（0761） 57-2654
（0761） 57-2653
（0761） 57-4292
（0761） 51-4710
（076） 277-1789
（0761） 51-5525
（0761） 57-1140
（0761） 57-4004
（0761） 52-0531

57-2655
57-2288
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二重マスの文字をA～Fの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

お答えが分かった方は、「住所氏名年齢及び
支店名」を明記の上、最寄りの支店を通じて本
店総務管理課迄提出して下さい。
◎〆切り：2月28日（木）
◎抽選で5名の方に景品をお送りします。
　どしどしご応募下さい。

先月の
「クロスワード・パズル」の
答えは『マメマキ』でした。

（今回の応募総数は44通でした。）
当選者の発表は景品の発送を持って

代えさせていただきます。

3
月
21
日
　
第
11
回
定
例
理
事
会

4
月
3
日
　
辞
令
交
付
式・新
採
職
員
入
組
式

　
　
8
日
　
平
成
30
年
度
職
員
採
用
事
業
説
明
会

クロスワード
縮小77.454％

編集後記

理
事
会
だ
よ
り

　
平
成
29
年
5
月
30
日
㈫
開
催
の
第
2
回
定
例
理
事
会
で
次
の
事
項
が
審
議・報

告
さ
れ
、審
議
案
件
は
全
件
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１
、決
算
監
査
報
告

⑴
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
監
査
報
告

⑵
平
成
28
年
度
下
期
監
事
監
査
報
告

２
、審
議
事
項

⑴
総
代
会
召
集
通
知
に
係
る
書
面
議
決

書
及
び
総
代
会
参
考
書
類
に
つい
て

⑵
平
成
28
年
度
決
算
及
び
事
業
報
告
、

剰
余
金
処
分（
案
）に
つい
て

⑶
役
員
選
任
の
件
に
つい
て

⑷
平
成
29
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び

監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

⑸
退
任
理
事
及
び
監
事
に
対
す
る
退

職
慰
労
金
支
給
の
件

⑹
個
人
情
報
保
護
に
係
る
方
針
・
規

程
の
改
定
等
に
つい
て

⑺
理
事
と
組
合
と
の
契
約
行
為
に
つ
い

て
３
、報
告
事
項

⑴
大
口
貸
出
金
の
報
告
に
つい
て

⑵
平
成
28
年
度
下
期
内
部
監
査
報
告

に
つい
て

⑶
平
成
29
年
４
月
末
実
績
報
告
に
つい

て
⑷
平
成
29
年
６
月
次
業
務
日
程
に
つ
い

て

理
事
会
だ
よ
り

　
平
成
31
年
1
月
21
日
㈪
開
催
の
第
9
回
定
例
理
事
会
で
次
の
事
項
が
審
議・報

告
さ
れ
、審
議
案
件
は
全
件
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１
、審
議
事
項

⑴
定
款
の一部
変
更
に
つい
て

⑵
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙
の
実

施
つい
て

⑶
固
定
資
産
の
処
分
に
つい
て

⑷
Ｆ
ｉｎ
Ｔｅｃ
ｈ
企
業
等
と
の
連
携
及

び
協
働
に
係
る
方
針
の
制
定
に
つ
い

て
２
、報
告
事
項

⑴
理
事
と
組
合
と
の
契
約
行
為
に
つ
い

て
の
報
告
　
　
　

⑵
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
報
告

①
反
社
会
的
勢
力
と
の
取
引
排
除
及
び

組
織
犯
罪
等
防
止
に
係
る
対
応
状
況

に
つい
て

　
三
十
数
年
ぶ
り
と
も
十
数
年
ぶ
り
と
も
言
わ
れ
る
大
雪
も
解
け
、
よ
う
や
く
待
ち

に
待
っ
た
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
ほ
ど
春
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
春
は
、
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
す
。

　
学
び
舎
を
巣
立
つ
人
、
長
年
勤
め
た
仕
事
を
退
職
す
る
人
、
人
事
異
動
で
新
し
い

職
務
に
就
く
人
、
慣
れ
親
し
ん
だ
仲
間
や
土
地
に
別
れ
を
告
げ
、
新
し
い
人
生
を
歩

み
だ
す
季
節
で
す
。
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

反
対
に
、
悲
し
み
や
苦
し
み
、
不
安
で
心
が
押
し
潰
れ
そ
う
な
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

人
生
に
は
、
色
々
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
時
に
は
、
立
ち
止
ま
り
前
に
進
め
な
い
時

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
は
、
無
理
に
前
に
進
ま
な
く
て
も
いい
の
だ
と
思
い
ま
す
。

う
ず
く
ま
っ
て
い
て
も
い
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
心
が
少
し
だ
け
で
も
元
気
に

な
っ
た
ら
、
ま
た
、
ち
ょっ
と
だ
け
歩
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
、

今
ま
で
と
違
っ
た
景
色
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　「
自
分
に
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
道
が
あ
る
。
広
い
時
も
あ
れ
ば
狭
い
時
も
あ
る
。

登
り
も
あ
れ
ば
下
り
も
あ
る
。
思
案
に
あ
ま
る
時
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
心
を
定
め
、

希
望
を
も
っ
て
歩
む
な
ら
、
必
ず
道
は
開
け
て
く
る
。
深
い
喜
び
も
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
。」と
松
下
幸
之
助
の
著
書
に
も
あ
り
ま
す
。
朝
の
来
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ
ん
。

冬
の
あ
と
に
は
、
必
ず
春
が
や
っ
て
来
ま
す
。
希
望
を
持
っ
て
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
い
よ
い
よ
、今
月
末
に
は
、苗
が
我
が
家
に
や
っ
て
き
ま
す
。大
雪
で
た
く
さ
ん
の
方
々

の
ハ
ウ
ス
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
ど
う
か
豊
作
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
と
希
望
を
持
っ
て
農
作
業
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

7・8月の主な行事

3月の
主な行事

8
月
20
日
　
第
５
回
　
定
例
理
事
会

　
　
30
日
　
第
２
回
　
ア
ン
パ
ンマ
ン
こ
ど
も
く
ら
ぶ
イ
ベン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ママ
フ
ィッ
ト
＆
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ

9
月
6
日
　
Ｊ
Ａ
能
美
交
通
安
全
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
交
通
安
全
旗
リ
レ
ー
出
発
式)

　
　
26
日
　
Ｊ
Ａ
能
美 

年
金
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
27
日
予
備
日
） 

10
月
13・14
日
　
秋
の
収
穫
祭

★タテのカギ
①片目だけパチンとつむります
④夜空できらめきます
⑥不満がたまるとこぼしてしまうことも
⑦ショベルカーやブルドーザーなどのこと
⑨ホエールはクジラ、ドルフィンは̶
⑪師匠に就いて学ぶ立場です
⑫丸木を組んで作る舟
⑭平和の象徴とされる鳥
⑮コンビニで免許証の̶を取った
⑰機嫌がいいときに漏れる「フンフンフーン♪」
⑲なめて味わうお菓子
⑳アイロンをかけてのばします
㉑̶先は闇、慎重に進みたいものです

★ヨコのカギ
①ホー、ホケキョ！
②わずかな希望のことを̶の望みともい
います
③当たりかな、外れかな
④カビが増殖するために飛ばします
⑤春・夏・秋・冬と巡ります
⑧長湯をして̶のように真っ赤になった
⑩受験生に問題用紙と̶用紙が配られた
⑬しょうゆ、みそ、塩、豚骨……色んな味があ
ります
⑭開店祝いの札を付けた物が店先にずらり
と並ぶことも
⑯耳たぶに穴を開けて着けます
⑰2本で1膳と数えます
⑱祝いの席では尾頭付きが用意されること
もあります

　
２
０
１
９
年
が
幕
開
け
し
、早
く
も
一
か
月
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
今
頃
は
、記
録
的
な
大
雪
と
な
り
、毎
日
の
雪
か
き
や
道
路
の
除
雪
に
四

苦
八
苦
し
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
石
川
県
と
福
井
県
に
跨
る
道
路
で
多
く
の
車
が
立
ち
往
生
し
、大
混
乱
を

巻
き
起
こ
し
ま
し
た
が
、そ
ん
な
中
近
く
に
住
む
人
た
ち
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

の
温
か
い
炊
き
出
し
や
、飲
食
店
の
方
々
の
ご
好
意
で
食
べ
物
が
無
料
で
提
供
さ
れ

る
等
、心
温
ま
る
ニュー
ス
も
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

　
昨
年
の
混
乱
を
教
訓
に
、今
冬
は
一
部
道
路
で
の
車
の
チ
ェ
ー
ン
装
着
が
義
務
付

け
ら
れ
る
な
ど
大
雪
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

幸
い
に
も
今
の
と
こ
ろ
積
雪
も
少
な
く
、近
く
の
グ
ラ
ン
ド
で
は
、野
球
や
サ
ッ
カ
ー

の
練
習
に
励
む
元
気
な
子
供
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ
、何
か
ほ
っ
こ
り
し
た
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

　
北
陸
の
冬
に
雪
は
付
き
物
で
、そ
の
昔
は〝
雪
の
積
も
っ
た
道
路
か
ら
雪
の
階
段

を
下
っ
て
玄
関
へ
〞な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、私
た
ち
の
日
々
の
生
活
を

妨
げ
て
し
ま
う
よ
う
な
大
雪
は
、も
う
こ
り
ご
り
で
す
。 

１
、
審
議
事
項

⑴
経
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑵
共
済
規
程
の
一
部
変
更（
案
）に
つ

い
て

２
、
報
告
事
項

⑴
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
報
告

①
反
社
会
的
勢
力
と
の
取
引
排
除

及
び
組
織
犯
罪
等
防
止
に
係
る

対
応
状
況
に
つ
い
て

②
自
店
検
査
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
③
苦
情
の
受
付
と
対
応
状
況
に
つ

い
て

④
事
務
ミ
ス
報
告
に
つ
い
て

⑤
長
期
職
場
離
脱
実
施
実
績
の
状

況
に
つ
い
て

⑥
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

⑵
組
合
員
の
加
入
お
よ
び
脱
退
の
状

況
に
つ
い
て

⑶
余
裕
金
運
用
状
況
報
告
書
お
よ
び

運
用
方
針
に
つ
い
て

⑷
平
成
30
年
12
月
末
実
績
報
告
に
つ

い
て

⑸
平
成
31
年
２
月
次
業
務
日
程
に
つ

い
て

3
月
2・3
日 

Ｊ
Ａ
オ
ー
ト
こ
ま
つ
　
合
同
展
示
会

　
　
6
日
　
年
金
友
の
会
　
総
会
　
〜
金
太
郎
温
泉
〜

　
　
16
日
　
ペン
シ
ョ
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
　
終
活
セ
ミ
ナ
ー

　
　
19
日
　
第
11
回
　
定
例
理
事
会

青 壮 年 部 だ よ り

６
日（
木
）に
中
央
支
店
で
、「
刃
物
を
持
っ
た
男
が
単
身
乗
り
込
み
お
客
様
を
人
質
に

と
り
現
金
２
千
万
円
を
要
求
・
強
奪
し
逃
走
す
る
」と
い
う
想
定
で
、
年
末
の
防
犯
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
犯
人
役
の
要
求
に
対
す
る
窓
口
担
当
者
の
対
応
や
非
常
通
報
、
駆
け

付
け
た
警
察
官
に
犯
人
の
特
徴
や
逃
走
方
向
等
を
報
告
す
る
ま
で
の一
連
の
流
れ
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
特
殊
詐
欺
の
未
然
防
止
訓
練
も
行
い
、
５
０
０
万
円
を
振
り
込
も
う
と
す
る

仮
想
被
害
者
の
女
性
に
声
掛
け
や
被
害
防
止
の
働
き
掛
け
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
能
美
警
察
所
の
湯
村
生
活
安
全
課
長
よ
り
、
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
の
配
置
の
指
導
や
、
犯

人
へ
の
説
得
や
お
金
を
詰
め
る
フ
リ
な
ど
の
危
な
い
芝
居
や
演
技
を
し
て
感
情
を
逆
な

で
し
な
い
こ
と
、
ま
た
窓
口
で
の
日
頃
か
ら
の
声
掛
け
や
支
店
周
辺
の
巡
回
が
犯
罪
防

止
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
講
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
訓
練
を
し
た
Ｊ
Ａ
能
美
の
高
田
支
店
長
は「
強
盗
や
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
年

末
に
向
け
増
加
し
て
い
る
中
、
今
年
の
防
犯
訓
練
を
生
か
し
支
店
職
員
一
同
、
防
犯
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

青壮年部だより
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○

　
平
成
31
年
１
月
19
日（
土
）に
Ｊ
Ａ
石
川
教
育
セ
ン
タ
ー（
金

沢
市
古
府
）で
、
昨
年
の
秋
に
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会
が
開

催
し
た「
手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
」の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、Ｊ

Ａ
能
美
　
山
上
第
一
支
部（
辰
口
支
店
）が
委
員
長
賞（
特
別
賞
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
は「
米
の
消
費
拡
大
」・「
環
境
保
護
」・

「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
」な
ど
、
農
業
あ
る
地
域
づ
く
り
の
大

切
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
上
第
一
支
部
で
は
、
毎
年
、
地
元
の
小
学
校
と
協
同
で
看

板
の
製
作
に
取
組
ん
で
お
り
、
今
回
、
初
め
て
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
頂
い
た
子
ど
も
た
ち
や
先
生
方

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ａ
能
美
青
壮
年
部
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
と一
緒

に「
地
域
づ
く
り
」や「
農
業
に
触
れ
合
い
、
農
業
を
知
っ
て
頂
け

る
」活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会
が
主
催
す
る「
手
づ
く
り
看
板
コ

ン
ク
ー
ル
」で
、Ｊ
Ａ
能
美
山
上
第
一
支
部
の
看
板
が
委
員
長
賞

（
特
別
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
に
伴
い
Ｊ
Ａ
能
美
で
は
、
１
月
23
日（
水
）に
Ｊ
Ａ
能
美

の
和
田
専
務
と
山
上
第
一
支
部
盟
友
が
宮
竹
小
学
校
を
訪
問

し
、
宮
竹
小
学
校
５
年
生

の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

授
業
中
の
た
め
、
感
謝
状

は
宮
竹
小
学
校
の
山
口
校

長
先
生
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
毎
年
、Ｊ
Ａ
能
美
　
山
上

第
一
支
部
で
は
手
づ
く
り
看

板
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
す
る

た
め
に
、
宮
竹
小
学
校
５
年

生
の
皆
さ
ん
に
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
描
い
て
頂
き
、
そ
の

中
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
選
出

し
、
製
作
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
が
続
け
ら
れ
る

の
も
、
宮
竹
小
学
校
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ａ
能
美
　

青
壮
年
部
は
地
域
へ
の
貢

献
、
地
域
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

賞状を受け取る、
浦出山上第一支部長

青壮年部だより
　
平
成
31
年
１
月
19
日（
土
）に
Ｊ
Ａ
石
川
教
育
セ
ン
タ
ー（
金

沢
市
古
府
）で
、
昨
年
の
秋
に
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会
が
開

催
し
た「
手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
」の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、Ｊ

Ａ
能
美
　
山
上
第
一
支
部（
辰
口
支
店
）が
委
員
長
賞（
特
別
賞
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
は「
米
の
消
費
拡
大
」・「
環
境
保
護
」・

「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
」な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
上
第
一
支
部
で
は
、
毎
年
、
地
元
の
小
学
校
と
協
同
で
看

板
の
製
作
に
取
組
ん
で
お
り
、
今
回
、
初
め
て
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
頂
い
た
子
ど
も
た
ち
や
先
生
方

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ａ
能
美
青
壮
年
部
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
と一
緒

に「
地
域
づ
く
り
」や「
農
業
に
触
れ
合
い
、
農
業
を
知
っ
て
頂
け

る
」活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 手

づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル

〜
石
川
青
壮
年
部
協
議
会
主
催
〜

Ｊ
Ａ
能
美 

山
上
第
一
支
部
が

「
委
員
長
賞
」を
受
賞
！

　
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会
が
主
催
す
る「
手
づ
く
り
看
板
コ

ン
ク
ー
ル
」で
、Ｊ
Ａ
能
美
山
上
第
一
支
部
の
看
板
が
委
員
長
賞

（
特
別
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
に
伴
い
Ｊ
Ａ
能
美
で
は
、
１
月
23
日（
水
）に
Ｊ
Ａ
能
美

の
和
田
専
務
と
山
上
第
一
支
部
盟
友
が
宮
竹
小
学
校
を
訪
問

し
、
宮
竹
小
学
校
５
年
生

の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

授
業
中
の
た
め
、
感
謝
状

は
宮
竹
小
学
校
の
山
口
雅

子
校
長
先
生
に
贈
呈
し
ま

し
た
。

　
毎
年
、Ｊ
Ａ
能
美
　
山
上

第
一
支
部
で
は
手
づ
く
り
看

板
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
す
る

た
め
に
、
宮
竹
小
学
校
５
年

生
の
皆
さ
ん
に
テ
ー
マ
に
合
っ

た
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
頂
き
、

そ
の
中
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
選

ん
で
、
製
作
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
が
続
け
ら
れ
る

の
も
、
宮
竹
小
学
校
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ａ
能
美
　

青
壮
年
部
は
地
域
へ
の
貢

献
、
地
域
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
！

立
役
者
は
宮
竹
小
学
校

５
年
生
の
皆
さ
ん
‼

宮
竹
小
学
校
５
年
生
に「
感
謝
状
」

賞状を受け取る、
浦出山上第一支部長

JA能美でお仕事しませんか？

配送ドライバーを
募集します。

JA能美で
お仕事しませんか？

安全運転を心掛け、組合員・お客様のご自宅等へ農業用肥料や生活用品の配達をする
業務内容です。JA能美のお仕事に興味のある方はぜひ、お問い合わせください。

勤務配属先 JA能美　配送センター（能美市徳久町）
勤務時間等 月曜日から金曜日の8時30分~17時00分

土曜日は月に1回＝8時30分～12時00分
必 要 資 格 普通自動車運転免許証

お問い合わせ先 ： JA能美 本店　総務管理課
0761-57-3505　担当：北村



「これまでやってきたから」で済ませるのではなく、
目線を変えて新しいことに
チャレンジすることが自己改革!!

農家の後継ぎ問題について
　高齢化などによる農家の後継ぎ、担い手不足について、後継者
がいない場合に、圃場はどうしたら良いのですか。バックアップ体
制や対策等はありますか。
　

回答
　「農地中間管理機構」とは高齢化や後継者不足などで耕作を続
けることが難しくなった農地を借り受け、認定農業者や集落営農
組織などの担い手に貸し付ける公的機関ですが、JA能美では、農
家からの相談を受けて、各地域で作成された人・農地プランを活
用しています。その地域の担い手として位置付けられた農家を中
心として構成しており、農地中間管理機構を通じて、作付けを委託
する手続きを行っております。今後も離農予定の農家の相談窓口
として公的機関を活用した取り組みを継続し、地域農業の維持、発
展に取り組んでいきます。
　

青壮年部のからのご意見・要望
　農業の担い手問題はかなり深刻です。JA能美の自己改革の資
料で10年先、20年先にも組合員と地域社会に必要とされるJAで
あり続けるためにとありますが、10年先、20年先には、このままい
けば農業者がいないのではないかと思います。
　年齢が50代でも若いくらいなのですが、10年後、20年後には
自分たちが高齢者となり後継ぎがいない状況となります。人・農地
プランでも委託先の農業者は年齢の高い方が多いのではないか
と思います。10年後も20年後もというのは結局状況が変わって
いない気がしていますので、担い手問題については自己改革の中
で取り組んで頂きたく思います。
　

回答
　JA職員が皆さんに訪問させて頂き、常に情報や課題をお聞き
させて頂きたく思います。その中で、新規就農者や担い手農家の
紹介などにつなげていければと思っています。まずは農業者の所
得の安定を図ることが大事だと思っていますので、指導事業に力
を入れて参ります。
　

JAグリーン能美について
　グリーンの定員さんの中でも園芸や営農指導ができるようレベル
アップを図って欲しい。また、専門分野がわかるようにバッチ等で提
示して欲しい。
　

回答
　簡単な園芸相談については、現在の職員でも経験があれば、十分
に対応できると考えています。また、お客様からいろいろとご質問を
受けて、それに回答することで知識がついていきます。
　JAグリーン能美の職員だけではなく、営農関係の職員含めて、
日々の業務から知識のレベルアップに努めて参ります。
　

JAグリーン能美の店内・レイアウトが寂しい気がします。
　

回答
　スーパーとJAグリーンは基本コンセプトが違いますが、他産直店
舗やスーパー等を日々研究して、店舗運営に生かす職員の努力は必
要だと考えています。
　店内美化・レイアウト・商品の並べ方などアイデアを職員みんなで
出し合いながら、店舗の活性化に取り組んで参ります。
　

マイクロバスの導入について
　女性部活動や青壮年部活動、県内JA会議等で大人数での参加が
見込まれる場合の移動手段として、マイクロバスを導入して頂けな
いでしょうか。もしくはJAの関連ルートを活用して、安くお借りするこ
とはできませんか。
　他のＪＡでは所有しているところもあり、とても利便性の高いもの
だと思いますが、いかがでしょうか。
　

回答
　マイクロバスの維持管理には大きなコストがかかります。
　所有による維持管理コストと視察等にレンタカーを使用する場合
を比較すると、JA能美の頻度からすると、借りた方がコストはかかり
ません。また、事故等が起きた場合の責任問題が発生しますので、原
則、生産者部会等の視察研修等は、ほとんどバス会社を利用してい
ます。
　また、少人数の場合は、JA所有のワゴン車が2台（7人乗り、8人乗
り）を利用する場合もあります。
　JA能美がバスの手配をさせて頂くということは可能ですので、そ
の際はご相談頂けたらと思います。

JA能美の女性部・青壮年部 × JA能美役員
～JA能美のこれからと地域づくりについて～

　平成31年1月30日（水）にJA能美本店（能美市粟生町）で、JA能美の女性部・青壮年部がJA能美役員（執行部）に、JAの取り組みや意見・
要望等を伝えるための意見交換会を開催しました。
　女性部からは小水和子部長をはじめ8名の方が、青壮年部からは西田茂委員長をはじめ4名の方が出席しました。
　開会にあたり、JA能美代表理事の土井組合長は「地域は互いに助け合い、支え合う事で成り立っています。そんな中で青壮年部、女性部
の活動がJAと地域を結ぶ大動脈であることは間違いない事です。」と挨拶をした後、JA能美が取り組む活動や自己改革の内容について説
明の後、意見交換会がスタートしました。
　たくさんの意見や要望がJA能美執行部へ伝えられ、また執行部からは丁寧な回答があり、とても有意義な意見交換会となりました。
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